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	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　挑戦は夢につながる
　 2026年が始まりました。
　　今年はどんな年にしたいですか。毎年、今年の抱負を考えますが、それが実現できたことが少ないのは私だけでし
ょうか。
　　しっかり抱負に向かって、挑戦しないままに１年が終わってしまったこともあったように思います。挑戦してもできそ
うにない、あるいは少し挑戦してうまくいかなかった（失敗した）ので、あきらめてしまったように思います。
しかし、失敗は挑戦した人だけにしか経験できない貴重なものです。こう考えると、失敗できたことは素晴らしいこと
だといえるのではないでしょうか。失敗して恥ずかしいと考えるより、成功へと繋がる経験と考えてみると少し発想が転換できるように思います。失敗は、次のステップに移るための過程なのです。
　 私たちは、成功している人を見て、あの人は特別な才能を持っているから成功したのであって、私たちのような凡人
にはなし得ないことなのだと考えがちです。
　 しかし、その成功した人がどのような努力をして成功にいたったかということについて私たちは知ろうとしません。
[image: 研究に成功した人のイラスト（女性）]「自分にはできない」と自分で勝手に決めつけている人が多いように思います。そのように考えることが、成功へと続く扉を閉ざしているように思います。もちろん、自分が成功するように計画を立て、何度も何度もチャレンジと失敗を繰り返しながら計画を変更し、絶え間ない努力を積み重ねなければ成功には結びつかないですが。
　　成功を手に入れるためには、とりあえずやってみることが求められます。計画をしっかり立ててから取り組みたいという人もいるでしょうが、必ずといっていいほど計画通りにはいかないものです。誰しも思いがけず体調不良になったり、人間関係のトラブルで悩んだりして、するべきことが手につかないことがあるからです。未来は誰にもわかりません。様々な変化に対応していくうちに、だんだん計画は固まります。
やってみないことには何もわからないのです。
　失敗をたくさん経験すると、これから挑戦しようとする結果が予測できるようになります。そうなると、また失敗して
傷つきそうだと思い、足がすくみ、前に進む勇気がしぼみがちです。
　しかし、未来のために失敗を恐れず一歩踏み出すことは、遠い道のりの小さな一歩です。成功にほんの少しだけ近づくことに繋がります。たとえ、成功にたどり着けなくても、自分で自分がとった行動に納得できるのではないでしょうか。
当然ですが、疲れている人は無理に挑戦することはありません。疲れをじっくり癒し、エネルギーをたくさん蓄えてく
ださい。しっかり力が貯まったら挑戦を始めましょう。挑戦し始めると、やる気のもととなる神経伝達物質のドーパミンが活発に動きだします。ドーパミンは、身体の中に秘められている巨大な未知なる力に働きかけます。そして、その力が呼び起こされると挑戦する勇気が湧いてきます。
　　　　　　　　　　１月来校予定
１６日（金）　・　２３日（金）　・　３０日（金）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０：０0～1６：００　　　　　　　　　　
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